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令和８年熊本地震におけるHORIBAの状況

阿蘇工場（阿蘇郡西原村）の状況

⚫ HORIBAグループ従業員全員の無事を確認

⚫ 建物・設備への大きな被害はなし

⚫ 安全点検等により約2日間の業務停止後、7月31日より主力製品のマスフローコン

トローラーなどの生産を再開（一部、納期に影響あり）

業績への影響

⚫ 業績への影響は軽微となる見込み
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2025年

中間期実績
前回予想

(5/14)
中間期実績 対前年 対前回予想

売上高 1,489 1,670 1,798 +309 +128

営業利益 218 280 304 +85 +24

営業利益率 14.7% 16.8% 17.0% ＋2.3p ＋0.2p

経常利益 225 280 314 +88 +34

親会社株主に帰属する

中間純利益
158 200 218 +59 +18

USドル（円） 148.40 155.00 158.29 +9.89 +3.29

ユーロ（円） 162.25 180.00 184.55 +22.30 +4.55

増減2026年

（単位：億円）2026年12月期中間期実績

先端材料・半導体フィールドが大きく牽引し増収増益
売上高とすべての利益で過去最高を更新

： 過去最高
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2025年 2025年

中間期実績
前回予想

(5/14)
中間期実績 対前年

対前回

予想
中間期実績

前回予想

(5/14)
中間期実績 対前年

対前回

予想

先端材料

半導体
757 920 999 +241 +79 225 262 301 +76 +39

エネルギー

環境
543 550 583 +40 +33 5 18 10 +5 ▲7

バイオ

ヘルスケア
188 200 215 +26 +15 ▲11 - ▲7 +3 ▲7

合計 1,489 1,670 1,798 +309 +128 218 280 304 +85 +24

2026年 2026年増減

売上高

増減

営業利益

（単位：億円）2026年12月期中間期実績（フィールド別）

＜先端材料・半導体＞
AI・データセンター向けの先端半導体関連需要が牽引し、半導体製造装置メーカー向けの販売が増加

＜エネルギー・環境＞
水素関連市場の成長が鈍化している一方で、ハイブリッド車開発向けに燃焼計測等の需要が堅調に推移したことから、
自動車関連事業の販売が増加

＜バイオ・ヘルスケア＞
欧州での血球計数装置の販売が増加するも、ライフサイエンス領域への開発投資の継続等により営業損失計上
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2025年

実績
前回予想

(5/14)

今回予想

(8/7)
対前年 対前回予想

売上高 3,330 3,730 3,820 +489 +90

営業利益 530 680 700 +169 +20

営業利益率 15.9% 18.2% 18.3% ＋2.4p ＋0.1p

経常利益 542 685 710 +167 +25

親会社株主に帰属

する当期純利益
370 485 500 +129 +15

USドル（円） 149.61 155.00 155.00 +5.39 -

ユーロ（円） 169.19 180.00 180.00 +10.81 -

2026年 増減

2026年12月期通期業績予想 （単位：億円）

中間期実績および直近の受注動向を鑑み、業績予想を上方修正
売上高とすべての利益で過去最高を更新する見通し

： 過去最高
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2025年 2025年

実績
前回予想

(5/14)

今回予想

(8/7)
対前年

対

前回予想
実績

前回予想

(5/14)

今回予想

(8/7)
対前年

対

前回予想

先端材料

半導体
1,565 1,960 2,050 +484 +90 445 580 615 +169 +35

エネルギー

環境
1,344 1,340 1,340 ▲4 - 94 100 90 ▲4 ▲10

バイオ

ヘルスケア
421 430 430 +8 - ▲8 - ▲5 +3 ▲5

合計 3,330 3,730 3,820 +489 +90 530 680 700 +169 +20

売上高 営業利益

増減 増減2026年 2026年

2026年12月期通期業績予想（フィールド別） （単位：億円）

➢ 直近の半導体受注の動向を考慮し、先端材料・半導体の売上高・営業利益を上方修正
➢ エネルギー・環境とバイオ・ヘルスケアは、前回予想に対する中間期までの進捗状況を勘案し、営業利益
を下方修正
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35.4%
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48.6% 50.9%

42.4%

66.4%

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026F(前回) 2026F(今回)

普通配当（円） 特別配当（円） 記念配当（円） 総還元性向（％）

2026予想
（前回）

2026予想
（今回）

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

基本的な考え方
• 配当金 = 連結純利益×30％を目途
• 投資機会と資金状況等を総合的に勘案し、特別配当や自己株式の取得を
機動的に実施

配当予想

⚫ 2024年実績 270円【中間 80円、期末 190円】
⚫ 2025年実績 450円【中間 80円、期末 370円】
⚫ 2026年前回予想 490円【中間 150円、期末 340円】
⚫ 2026年今回予想 790円【中間 150円、期末 640円】

配当金

• 普通配当を1株当たり60円上方修正

• 時価総額1兆円記念として総額約100億円
（1株当たり240円）の記念配当を実施

➢ 計300円を期末配当金に上乗せ

総還元性向推移
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ご参考
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粗利の増加 +85.1

営業利益増加 +85.9

為替影響 +32.3 経費の増加 ▲31.5

売上原価
増加

▲117.2

売上総利益
為替影響

+55.9

研究開発費
増加

▲10.1

304.8
販管費
為替影響

▲23.5

218.9
その他販管費

増加
▲21.4

営業利益分析

為替影響を除く

売上高
増加

+202.3

2025年
1～6月実績

2026年
1～6月実績

（単位：億円）
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2026年

中間期

2025年

中間期

営業利益 304.8 218.9

金融収支 9.5 8.9

為替差損益 ▲ 2.1 ▲ 4.6

助成金収入 1.0 2.5

その他 0.8 ▲ 0.4

営業外収支尻 9.3 6.3

経常利益 314.1 225.2

2026年

中間期

売上高 1,798.5

営業利益 304.8

経常利益 314.1

親会社株主に帰属する

中間純利益
218.0

（単位：億円）営業外損益
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2026年

中間期

2025年

中間期

314.1 225.2

固定資産売却益 0.1 0.3

事業構造改善費用戻入額 0.7 -

固定資産除却損 ▲ 0.5 ▲ 0.7

事業構造改善費用 ▲ 2.8 -

退職給付費用 ▲ 0.9 -

その他 ▲0.0 ▲0.0

特別損益尻 ▲ 3.4 ▲ 0.4

310.7 224.8

法人税等 ▲ 92.7 ▲ 66.2

218.0 158.5

経常利益

税金等調整前中間純利益

親会社株主に帰属する

中間純利益

2026年

中間期

売上高 1,798.5

営業利益 304.8

経常利益 314.1

親会社株主に帰属する

中間純利益
218.0

（単位：億円）特別損益・法人税等
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売上高 営業利益

USドル + 9.1 + 3.7

ユーロ + 3.4 ▲ 0.0

売上高の増加 + 106.7

売上原価の増加（逆符号） ▲ 50.7

売上総利益の増加 + 55.9

販売費及び一般管理費の増加（逆符号） ▲ 23.5

営業利益への影響 + 32.3

USドル 149.61 155.00 158.29 155.00 +5.39

ユーロ 169.19 180.00 184.55 180.00 +10.81

通期
対

前年(通期)

2026年

前回予想

(5/14)

2025年

中間期実績 通期予想

為替推移／想定レート／影響額

2026年1-6月 為替影響額（前年同期比） 為替感応度（2026年通期予想）
1円円安による売上高/営業利益の影響額（単位：億円）

（単位：億円）
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2025年

中間期実績 通期実績 中間期実績
前回予想

(5/14)

今回予想

(8/7)

対

前年（通期）

対

前回予想

95 274 97 200 200 ▲ 74 -

65 138 76 155 155 +16 -

118 246 134 275 275 +28 -

8.0% 7.4% 7.5% 7.4% 7.2% ▲0.2p ▲0.2p

研究開発費

(対売上高比)

設備投資額

減価償却費※

2026年

※のれん償却費含む

設備投資額・減価償却費・研究開発費

トピックス

◼ 2025年：京都福知山テクノロジーセンター新棟

京都福知山工場、グローバル新本社、など

◼ 2026年：京都福知山工場竣工

◼ 2028年：グローバル新本社完成予定

（単位：億円）
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（連結ベース、各期末）

流動比率

自己資本比率

（単位：億円）資金の状況

2023年
315％
63％

合計

603

社債300

長期246

短期56

現預金

1,327

社債
① 150億円

（2026年10月償還）

② 150億円
（2029年償還）

内、200億円
（2030年償還）

2024年
336％
65％

合計

644

社債300

長期253

短期90

現預金

1,442

・直近の格付け：R&I 「A」（2025年8月）、JCR 「A+」（2025年8月）

2025年
299％
67％

現預金

1,623

社債300

長期242

短期121

合計

664

2026年6月
293％
67％

現預金

1,693

社債300

長期239

短期89

合計

628





本資料は当社の著作物であり著作権法により保護されております。当社の事前の承認なく本資料の全部もしくは一部を引用または複製、転送等により使用すること、および第三者に開示すること（口頭を含
む）は無いようお願いいたします。
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